2006年９月６日

アプコ社の株式買収による樹脂コンパウンド事業の強化について

三菱化学株式会社

三菱化学株式会社（本社：東京都港区、社長：冨澤 龍一）は、住友ベークライト株式会社（以下「ＳＢ社」）との間で、当社の100%子会社である三菱化学エムケーブイ株式会社（以下「ＭＫＶ」）とＳＢ社との合弁会社である、アプコ株式会社（出資比率MKV：76%、ＳＢ社：24%　以下「アプコ社」）株式について、ＳＢ社持分を本年10月1日を目処に、当社が買い取ることで本年9月1日に基本合意しました。これに伴い、アプコ社は、直接出資・間接出資を含めて、当社の100％子会社となります。

アプコ社は、両出資会社の塩ビコンパウンド事業を統合させる形で、1999年10月に設立され、2001年4月には、両社の塩ビ以外の機能性樹脂コンパウンドも統合され現在に至っております。合弁会社設立以降、両社が各々得意とするマ－ケティング分野・技術等のシナジー効果によって、自動車用軟質材料、電線被覆材料等に強みを発揮しながら、順調に業績を拡大してきており、特に自動車用軟質塩ビ材料については、国内で圧倒的なシェアを有しております。

一方、当社は、中期経営計画「革進－Phase２」において、機能性樹脂事業を「集中事業」のひとつと位置づけ、特に自動車向けを中心とした熱可塑性エラストマー事業については、米国製造拠点の能力倍増等、積極的に事業拡大を図っております。

当社とアプコ社は、これまでも、自動車分野におけるアプコ社のお客様のニーズに対応して、オレフィン系熱可塑性エラストマー「サーモラン」で一部協業関係にありましたが、今回の株式買い取りにより、アプコ社との関係をより強固にすることで、自動車分野など両社の製品の強みが共通する分野で、開発・製造・マーケティング等におけるより広範且つ一体的な事業運営が可能となります。今後とも、当社グループは、塩ビ・機能性樹脂コンパウンド材料に対するお客様からの多様なご要望に対して、より一層、迅速かつ高度なソリューションを提供して参ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[本件に関するお問い合わせ]
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［参考資料：会社概要］

住友ベークライト株式会社

１．本社       東京都品川区東品川２丁目５番８号（天王洲パークサイドビル）

２．社長       小川  富太郎  （おがわ  とみたろう）

３．資本金     ２８，７６６百万円  （平成１８年３月３１日現在）

４．売上高     単独 １、０７２億円    連結２、４１１億円 （平成１８年３月期）

５．主要製品   半導体関連製品、回路製品、電子部品材料、工業材料、並びに医療、

               建材、包装関連製品

６．主要株主   住友化学（株）２０．３％  日本トラスティ・サービス信託銀行（株）９．３％

               日本マスタートラスト信託銀行（株）５．４％  他

三菱化学エムケーブイ株式会社

１．本社       東京都港区芝四丁目１番２３号（三田NNビル）

２．社長       近藤  和利 （こんどう  かずとし）

３．資本金     ３，０００百万円  （平成１８年３月３１日現在）

４．売上高     １００億円     （平成１８年３月期）

５．主要製品   塩ビ、ポリオレフィン等の樹脂加工製品

６．主要株主   三菱化学（株）１００％

アプコ株式会社

１．本社       東京都港区芝四丁目１番２３号（三田NNビル）

２．社長       永井  一史 （ながい  ひとし）

３．資本金     ３５０百万円  （平成１８年３月３１日現在）

４．売上高     １５５億円    （平成１７年１２月期）

５．主要製品   塩ビ、機能性樹脂コンパウンド

６．主要株主   三菱化学MKV（株）７６％   住友ベークライト（株）２４％

以　上

